
①作業が終わつだら
1 ）タンク内の残液を払い、清水できれいに洗い流してください。
2）再度タンクに清水を入れ、コックを開いだ状態でピストンを上下して、握り付ホース、コック、ノ

ズルパイプ、讃口部に残つだ残液を洗い流してください。

＆※ピストンの加圧操作を止めてもι気室～握り付ホース内に圧力が残っていることがあり

ます。この状況で接続部を取り外すと、薬液が噴き出す恐れがありますので、接続部を外

す前に周囲の状況を確認し、コックを吐出状態として、空気室～握り付ホース内の圧力を

- 抜いてください。

β三※空気室内部に薬液が残っていると、吸入弁球の圏着原因になりますので、洗浄作業は充分

,.... に行ってください。

β~ ※余った薬液及び、機械の洗浄水は、河川、水源地、下水等に流入して被害を及ぼさないよ
《 う、薬害のない方法で処分してください。

ffi※前回使用した薬液がタンク、握り付ホース、噴口等の内部に残っていると、薬害を起こす

危険性があります。特に、除草剤散布に使用した後、一般防除作業に使用する場合は、残

っている薬液を充分に洗い流してください。また、タンク内に残った薬液は、タンクを腐

食させ薬液が漏れる原因にもなりますので、洗浄作業は充分行ってください。

3）使用後は次回の噴霧作業に備えて、ピストンの金属部、 L型パッキンに少量のエンジン油、まだはギ
ヤ油を塗布してください。

②保管

刀、保管は、屋内の直射日光が当たらず、風通しの良い、子供の手の
tムふ届かない場所に保管してください。

※プラスチック部品は、直射日光に長期間さ5されると、著しく強度が低下すること
があります。まだ、注意ラベル色変色したり、はげやすくなったりしますので保管
には充分注意してください。

故障と修理一方法： ••••••• ] 
内容 ｜ 原因 ｜ 処置

ピス bジの動きが悪い leピストン、 L型パッキンの泊切れ＼ 0ピストンの金属部、 L型パッキンに少量 イ
のエンジン泊ま左は、ギヤ泊を塗布する ' 

e吸入弁の固着 /0吸入弁に軽い衝撃を加え、吸入弁の固着を外す

＠空気室下部一式の不具合 I 0新晶と交換する

＠吸入弁へのゴミの付善 10吸入弁を外して掃除する

＠空気室下部一式の不具合 10新品と~換する
＠吸入弁一式の不具合 IO新品と受換する

＠ノズルキャップへのゴミの付善 IOノズルキャッブを外して洗浄する

＠グランドナットのゆるみ /0グランドナットを締め付ける

eL型パッキンの劣化、老化 10新品と~換する
＠ネジのゆるみ /0充分締め付ける

＠パッキンの劣化、老化 10新品と交換する

どら※けがをする恐れがありますので、タンクの中に手を入れないでください。
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／！＼※作業中噴口部を清掃する場合は、顔面等に薬液がかかる恐れがありますので、必ずコックを

一一 停止状態とし、噴口部を取り外してから行ってください。
＼ 

※Oリングを受換する際は、必ずOリング全面に注泊してください。
※注油にはエンジン油、または、ギヤ泊を使用してください。
※上記処置を行ってt直5ない場合、ま定は、上記以外の症状の場合は、販売店にご相談ください。
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霊堂
eヨ・5型・10型

この左びは肩掛噴霧機をお買い求めい左芝き、まことこ巴ありがとうご
匡呈軍 ざいます。この取扱説明書には、安全｜こ使用していた芝くだめの吏長

ー？ を記してありますので、ご使用前区必ずよくあ読み！こなり、正しく使ー
宅1 用してください。お読み！こなコ定後は、いつでも読める場所！こ保管し..L ._.-- －－－~二 l 
ふ てく芝さい。段、本書を汚損し足り紛失し定場合は、お買い上げの・ 1・ ・－庭木の殺F揮にまアニレ－
~k; 販売店巴ご注文い定芝き、大切iこ保管してく芝さい。 ，.園芸用・観藁用植物への

を手本書！こ記載し刊の表示のある濃顎や、機械！こ貼られ｜散水殺虫、殺菌剤の
は凶の表部のあるラベルは、人身事舗の危険が考えられ｜散布た

る重要な項目です。よくお読み！こなり、必ずお守りください。｜
なお必の表示のあるラベルがう強し左り、はがれ芝場合1~J－~野一弘果実~－~－_mj等一一
お買い上げの販売店！こご注文いだたさき、必ず所定の位置！こあ（ へのホルモン剤の散布に
貼りください。

「用途1

「芯主主7ゐ－だめ！こ必竺？竺l三竺三日
作業の前に

・次に該当する万は、この製品を使用しないでください。
－酒気をおび走者
・過労、病気、薬物（農薬を含む）の影響その他理由
により、正常な防除作業ができない者

－妊娠中の者
・満15歳未満の者
－負傷中の者、生理中の女性等農薬による影響を受け
やすい者

－作業前に各部のパッキンに脱落がないこと、各ネジ部
にゆるみがないこと、ホース、肩掛バンドに亀裂、磨
耗、破損がないこと等、各部に異常がないことを確認
してください。

－安全牲を損なう恐れがありますので、改造しないでく
ださい。

・この製晶を他人に貸与、まだは、譲渡する場合は、必
ず取扱説明書を添付し、よく読んでか5使用する様に
指導してください。

・けがをする恐れがありますので、タンク内には手を入
れないでください。

作業中

農薬の取り扱い
・防除、除草用の農園芸用薬品の散布、敵水用途以外には
使用しないでください。

・やけど、火災の恐れがありますので、強酸性の薬品・塗
料・シンナ一・ガソリン・灯油・ベンジン等は絶対に使
用しないでください。

・調合が適切でない薬液は、作物を傷めるだけでなく、人
体に古有害になる恐れがあります。薬液の調合の際は、
農薬の使用上の注意をよく読み、正しく希釈してか5使
用してください。

・安全性を損なう恐れがありますので、 35℃以上の温水、
発熱性の薬品は使用しないでください。

・農薬は、必ず専用の保管庫に鍵をかけて保管し、絶対！こ
食品や食器と一緒に保管し怠いでください。

・農薬は、誤使用、誤飲の危険がありますので、絶対に別
の容器に移し替えないでください。

・農薬の空容器は、散布液調合時に必ずよく洗い、薬品メ
ー力の指示に従って、その都度正しζ処分してください。
空容器を洗った水は、薬害のない万法で処分してくださ

。
、‘‘・1し
V

作業後と保管

t・空気室～ホースが加圧された状態で接続部を取り外すと、
・農薬の吸入や付善による事故を防ぐ疋め、帽子、保護眼 i
鏡、保護マスク、ゴム手袋、長袖の保護衣、長ズポン、 ｜ 薬液が瞳き出す恐れがあります。接続部を外す前に周囲
ゴム長靴を善用し、皮膚が露出せず、危険のない服装で｜の状況を確認し、引先吐出状態として、空気室～ホ
作業を行ってください。 ｜ ース内の圧力を抜いてください。

・水道、沼川、池、沼などを汚染しないように、ま定、人ト作業後は手足はちちろん、全身を石鹸でよく洗うとと古
体や散布対象物以外の古のにかか5ないよう、風や周囲｜ に 自の水洗いとうがいをしてください。また、作業期
の状況に充分注意して作業を行ってください。 ｜ 間中は衣服を毎日取り替えてください。

・作業中、作業後にめまい、頭痛を生じ走り、気分が少し｜
でち悪くなっ聞は、直ちに慨を中止し、医師の診察｜・余つ疋薬液、及び機械の洗浄水は、湖｜｜、水源地、池、
を受けてください。 ｜沼、下水等に流入して被害を及ぼさないよう、薬害のな

・薬液を入れた状態でタンクを傾けると、薬液が漏れるこ｜ い方法で処分してください。
とがあります。タンクは傾け走り、落下させないでくだ卜使用後は充分洗浄し、屋内の直射日光が当た5ず風通し

さい。 I の良い、子供の手の居かない場所に保管してください。
・コッつを停止の状態で必要以上に加圧しないでください4・前自問した薬液がタンク、ホース、噴口等の内部に残
・加圧した状態で長時間放量しないでください。 l 一一
・作業中に蹟口部を清掃する場合は、顔面等に薬液がかか｜ っていると、薬害を起こす危険性があります。特に、除
却れがありますので、必ずコックを停止状態とし、蹟｜草剤師に聞した後、一般防除作業に使用する場合は、
口部を取り外してか5行ってください。 ｜残っている薬液を充分に洗い流してください。
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安全作業のための服装

型型イ
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タイプ 5型 1 0型

本体寸法告さ×幅×嘉子き） 360mmX240X130mm 430mmX290X 160mm 

タンク容量 5 .e 1 0 g 

ノズル長 3 5cm 4 9cm 

ホース長 1 .0 m 

主要部材質 タンク：ステンレス
ポンプ部： 7tてリプロピレン
その他：黄銅、軟質塩化ピニル

＼ ステンレス、ポリプロピレン

32 

l 戸

l_o_J 自／。

。。
δ 
0 

~ 
※注意表示ラベル及び、ネームラベルが見づ5くなったり、はげ走りした場合は、必ず新品と安換してください。

。。
。
O
一O
一O
一O
一O

O
一O
一O
一0
5

。
。。
。
O
一O
一O
一O
一O

O
一O
一0
5

。
ロート 5型用
ロート 10型用
ロートパッキン
ロートパッキン
肩掛バンド
ネームラベル 5型用（689074090) 
ネームラベル 10型用（689074100) 

タンク 5型用
タンク 10型用
パッキン（11×7) 

握り付ホース一式 1m 
｝＼－；ノキン（15.5×11.5)

ポーjレコック
ノズルパイプ 8-350
ノズルパイプ 8-490

自在ノズル G1/4 。υング（P-5)
ノズルキャッブ
取扱説明書（本書）

5型用
10型用

包A
G1/4 
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(0リング付）

注意表示ラベル小（689043530)

注意表示ラベル小（689042520)

｜ピストン一式
｜ピストンパネ
｜グランドナット
IL型パ、＂；）キン

｜台ゴムパッキン
15型用空気室一式
I 10型用空気室一式
｜空気室上部一式（0リング付）
10リング（P-20)

｜空気室下部一式（0リング付）
I QI）ンゲ（AS558-132)

¥0リング（P-15) 
I 10型用吸入弁ジョイント L
I R.入弁一式
｜蝶ポJレト
｜チャンパ押さえ
ロートキャッブ

｜ロートキャップ

－一
2
一3
一4
一5
一6
一7
一8
一9
一泊一刊一世一泊一時一市一市一竹一泡一泊一却

5型用
10型用


